
 

第１１回中野区子ども・子育て会議 議事録 
 

 

 

【日時】  

平成２７年３月４日（水）   １６：００～１８：００  

 

【場所】  

区役所 ５階 教育委員会室  

 

【出席者】  

(１)出席委員 １３名（欠席１名）    

網野会長、寺田副会長、和泉委員、安藤委員 

羽田委員、今井委員、小林委員、青佐委員 

田中委員、石田委員、本田委員  

 

(２)区側出席者 ２名  

子ども教育部長、地域支えあい推進室長  

 

(３)事務局 １１名  

子ども教育部副参事       ４名  

地域支えあい推進室副参事    ３名  

子ども教育経営分野企画財政担当 ４名  

 

【会議次第】  

(１)開会  

 

(２)議題  

①中野区子ども・子育て支援事業計画について 

②子ども・子育て支援新制度における保育料等の考え方（案） 

 パブリック・コメント手続の実施結果について 

③子ども・子育て支援新制度における地域型保育事業の認可 

 及び利用定員について 

④その他 

  

(３)閉会 

 

 

 



事務局（子ども教育経営担当） 

  皆様、こんにちは。定刻になりましたので、事務局からご案内を申し上げます。 

  本日、荒牧委員、鈴木委員、藤田委員におかれましては、所用によりご欠席との連絡

をいただいているところでございます。したがいまして、本日、ご出席の委員は１１名

となります。委員の過半数を超えておりますので、中野区子ども・子育て会議条例第５

条に基づきまして、会議は有効に成立してございます。 

  また、本日、ジェイコム中野さんからテレビ取材の申し入れをいただいてございます。

先ほど会長・副会長とご相談させていただき、会議の進行に差しさわりのない範囲で取

材を許可したいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

  それでは、会議の進行をお願いいたします。 

網野会長 

  本日はお忙しい中、ご出席いただきましてありがとうございます。ようやく少し春め

いてまいりましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか。本会議は、数えますともう第１

１回ということになりますが、おかげさまで子ども・子育て支援事業計画についても、

ほぼ固まるところまできております。 

  なお、本日の議題はその他を含めて４つでございます。十分にご審議いただきますよ

うお願いいたします。 

議題１「中野区子ども・子育て支援事業計画」について 

網野会長 

議題１の「中野区子ども・子育て支援事業計画」についてですが、これは先般実施し

ました計画（案）のパブリック・コメント手続の結果を踏まえ、計画として取りまとめ

たということです。 

それでは、事務局からご説明をお願いいたします。 

事務局（子ども教育経営担当） 

〈資料１－１～１－３を説明〉 

網野会長 

  ありがとうございました。委員の皆様からご意見・ご質問をいただく前に確認したい

のですが、このパブリック・コメントの実施結果は公表されるのでしょうか。 
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事務局（子ども教育経営担当） 

  実施結果につきましては、区議会でもご報告させていただきます。また、区ホームペー

ジ、すこやか福祉センター等において広く区民の皆様へ公表いたします。 

網野会長 

  ありがとうございます。それでは、委員の皆様からご質問はございますでしょうか。 

和泉委員 

  資料１－２について、項目２のＮＯ.３、４、５あたりのご意見というのは、利用者の

方が切実にお感じになっている部分のご意見でしょうし、制度全体に対するご意見とい

う形でも受けとめられるかと思います。この新しい制度の良さというものの理解をしっ

かりと深めることで、ある程度こういったご意見というのは解消されていくのかなと感

じるのですが、この点はいかがでしょうか。 

事務局（子ども教育経営担当） 

  新制度の周知にあたり、例えば、区報において特集を組んだところでございます。ま

た、子ども・子育て支援事業計画の冊子だけでなく、概要版リーフレットの作成も検討

しております。  

大きな制度変更でございますので、いろいろな機会を通じて、区民の方にとって分か

りやすく新制度の周知・ＰＲを行っていく必要があると考えてございます。 

網野会長 

  ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

羽田委員 

  資料１－２の項目１のＮＯ.３ですが、虐待については、以前、田中委員から地域の民

生委員にも通報があったお家とか要保護の家庭についての情報を送っていただければ、

個別に訪問はもちろんしないけれども、それとなく気配りができて、何かのときに援助

できるのではないかという具体的なお話もございました。 

これについては、個人のプライベートな問題でもあり、非常に難しいというのもある

かもしれませんが、虐待を防いでいくためにも、広い視野で考えることができれば良い

なと思います。 

  それから、項目２に関連してですが、私の保育園でも兄弟であっても入れないなど、

やはり待機になってしまう子どもがたくさんいて、今回の意見にもさまざまな形でそう

いう方の声が出ていると思います。 
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計画の中には待機児童を解消するために確保する定員数が挙がっていますが、言葉に

すると「豊かな保育内容」や「様々なニーズに対応できる施設を整備する」となってし

まいます。項目２のＮＯ.１のご意見にもありますが、例えば認可園を鷺宮付近に整備

するなど、具体的な方策をもう少し出していってほしいなと思います。 

事務局（子育て支援担当） 

  初めに私のほうから、虐待の対応について、お答えいたします。 

  虐待対応につきましては、虐待と認定されるもののほかに、養育支援や日常的な見守

り支援といったような対応も実施してございます。そのため、個別ケース会議などを開

催し、関係機関、地域におけます主任児童委員の方などにも見守りをお願いするなど、

連携して対応をしているところでございます。 

事務局（中部すこやか福祉センター 地域ケア担当） 

  虐待につながったケースとしては、乳幼児健診を受診せずに居所不明のまま放置され

ていたということが、全国的にも問題になったところでございます。 

区では、乳幼児健診未受診の方に対しましては、早めに訪問をしたり、あるいは関係

機関と情報を共有するなどスムーズな状況把握に努め、虐待を未然に防止していく考え

でございます。 

事務局（幼児施策整備担当） 

  私のほうからは、保育施設等の待機児対策の具体的な取組みということでお答えをさ

せていただきたいと思います。 

  今回のパブリック・コメント手続でご意見をいただきました鷺宮・上鷺宮地域への保

育施設の整備については、区の考え方にもお示ししておりますが、この地域を優先して

整備する重点地域に設定して、事業者の募集を行っているところでございます。 

また、認可保育所の募集にあたって、これまでですと期間を限りまして、その期間に

ご応募いただいた事業者の中から選定する方式をとっておりましたが、日程的な課題等

もございましたので、現在は事業者のほうからご提案があれば、いつでも受けられる随

時選定といったような形に切りかえてございます。 

  開設時期につきましても、事業者とスケジュール調整をさせていただいて、必ずしも

年度当初の４月ということにこだわらず、年度の途中でも開設するといった柔軟な対応

を取りながら施設整備を進めていく考えでございます。 

網野会長 
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  ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

田中委員 

  私たち民生委員としては、先ほどもお話がありましたが、健診を受診しなかった方々

についても、もしお教えいただければ、見守りができるかと思っております。 

  民生委員は地域の担当が決まっておりますので、そのお母様、親御さんの住所によっ

て、しっかりと見守りをしていくというのが私たちは大きな仕事だと思っています。 

網野会長 

  今お話があった地域での見守りということでは、守秘義務とか個人情報の保護といっ

た課題がありますが、子どもと子育て家庭のために行うということを考えると、非常に

大事なことかと思います。倫理的なことを含めてきちんと約束事を決めておいて、必要

のない動きは絶対にしないということで、進めている事例もあるかと思います。 

羽田委員 

  健診についてですが、健診の内容に耳鼻科、眼科、歯科と書いてありますけれども、

耳や目はご家庭での検査で済んでいる内容もあります。保育園によっては、目の検査と

かを実施しているところがあり、全部の職員の方がそっちに行かないと回らない状態も

あるように聞いております。もし可能なら、区として、もう少し職員配置など、そうい

うところに力を入れられるような体制をとってほしいと思っております。 

  アポロ園の保育園の巡回についても、非常に頑張って回ってくれていますけれども、

南部の施設ができるまでには、まだ期間があるし、どんどん対象児童がふえているとい

うこともありますので、「中野はやはりきめ細かい支援があるよね」とうわさになるぐ

らいの、丁寧な体制を整えていったらどうだろうと思っています。 

事務局（中部すこやか福祉センター 地域ケア担当） 

  現在、３か月児健診、１歳６か月児健診、３歳児健診をすこやか福祉センターで実施

しております。今、委員からご紹介がありましたけれども、３歳児のときになりますと、

まず、ご家庭で簡単な目と耳の検査をしていただき、健診の日に臨んでもらうという方

法をとっております。ただ、小児科医はトータル的に健診を実施しておりますので、視

線や反応に違和感がありましたら、経過監察をしたりとか、精密健診ということで紹介

状を出したりというような対応をしております。健診内容が充実できるような形で、今

後も取組んでまいりたいと考えております。 

網野会長 
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  ほかにいかがでしょうか。 

和泉委員 

  項目４に、その他のご意見・ご要望ということで６件記載されております。１番、２

番に関しては、待機児童問題を背景として早生まれの子が不利だといったようなことで

あったり、計画的に復帰できるように事前申し込み制度をつくってほしいといった内容

で、切実なご意見なのだろうなというふうに思います。 

今回の計画とは直接はかかわらないとしても、こういったご意見を踏まえて何らかの

対応ができないのだろうか。不利があるのであれば解消すべきではないのかと思ってし

まうのですが、こういったご意見をそのまま受け入れた場合のメリット、デメリットが

それぞれあるかと思いますので、そのあたり、事務局のお考えをお聞かせください。 

事務局（保育園・幼稚園担当） 

  その他のご意見の１番目の早生まれのお子さんに対する対応というところでございま

すが、保育園というのは、生後５７日以上でないとお預かりできないというところでご

ざいまして、実際、３月生まれの方は、４月入所の対象になることができません。早生

まれのお子さんに、保育の優先度を決めるための指数を加算して調整をしている区もあ

るとは聞いておりますけれども、そこで指数をつけてしまうと、早生まれのお子さんだ

けが、また逆に特別扱いになってしまうというところもございます。 

区としては、４月開園に限らず施設整備のほうを進めております。年度途中に開園す

れば、あらゆる生まれ月のお子さんに対応できるようになりますので、そういったとこ

ろで不利の解消を図れればなと思っているところでございます。 

  それから、２番目の保育所の事前申し込み制度をつくってほしいというご意見ですけ

れども、現在も保育園は、この月から利用したいということで６か月間は申し込みが有

効になっておりますので、そういったところでは、ある意味、事前申し込みはできてい

るのかなというふうに思っております。 

寺田副会長 

  今までの皆様のご意見を伺い、中野区全体のことを考えておりますと、民生委員、保

育園・幼稚園、児童館など地域のネットワークを持ちながら活発にいろいろな活動をさ

れているというところは、地域のお子様やお母様の声を大変拾いやすい環境になってい

るのだなという事を感じます。あのお母さんはちょっと心配だなとか、転居してきたば

かりで心配だなと民生委員さんが感じられたら、やはり幼稚園や保育園のほうに情報提
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供したり、お友達同士で横のつながりをつくりませんかというようなお声がけをされる

ことが大事だと思います。 

この会議には、幼稚園・保育園の方、民生委員をはじめいろいろな立場の方が集まっ

てくださっているわけですので、これを機会に、本当にお互いに声をかけあっていけれ

ば良いと思います。 

  それからもう１点、幼稚園や保育園を利用していらっしゃらない方たちに、どういう

手が差し伸べられているのか、また、その事をどこにアクセスしたら分かるのかという

点では、中野区のホームページを見ても、少し捉えにくい部分があると感じます。施設

に通っていない０～２歳のお子さんを持った親御さんたちが、様々な情報を得るために

どういうふうにすれば良いのかということをもう少しご検討いただくとよろしいのかと

存じます。 

情報発信も含め、どうしていいかわからないという方たちへの手の差し伸べ方を工夫

することは、とても大切なことだと感じます。 

 意見でございます。ありがとうございます。 

網野会長 

  ありがとうございました。 

  今回の新制度は、全ての子どもと子育て家庭ということを本当に重視しております。

施設を利用していない方も含め、全ての方が恩恵を受けられるよう、皆様からいただい

たご意見を踏まえて、まずはこの子ども・子育て支援事業計画を実施に移し、しっかり

と点検をしていくことが必要かと思います。 

  特に０歳児の保護者、初めて子どもを産み育てる保護者にとっては、もっともっとい

ろいろなサポートが必要な面があるかと思います。また、ひとり親家庭、虐待、貧困な

どの視点もいろいろなところで関連して書かれていますけれども、必要な情報提供や情

報交換、それぞれのニーズに対する適切で素早い支援ということが、これからの課題と

して、考えていかなければいけないというふうに思います。 

  ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 様々な貴重なご意見ありがとうございました。本当に大事なことがたくさんあったか

と思いますので、また、今後に活かしていきたいと思います。 
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議題２「子ども・子育て支援新制度における保育料等の考え方（案） 

パブリック・コメント手続きの実施結果」について 

網野会長 

それでは、議題の２に入りたいと思います。子ども・子育て支援新制度における保育

料等の考え方（案）ですが、これにつきましてもパブリック・コメント手続きを実施し

たということですので、事務局からご説明をお願いいたします。 

事務局（保育園・幼稚園担当） 

 〈資料２－１、２－２を説明〉 

 

網野会長 

  ありがとうございました。保育料等の考え方（案）につきましては、既に検討した事

項でございます。パブリック・コメントの実施結果に基づく変更は特にないということ

ですが、いかがでしょうか。 

和泉委員 

  この保育料等の考え方（案）のパブリック・コメントの実施結果を見てみると、ある

程度、部会での議論を反映した考え方というのが、皆さんにご理解いただけたのかなと

思っております。 

  保育料の値上がりについて、好ましく受けとめる方は少ないのかなという部分はどう

してもあり、これはもう予想されたご意見だったかなと思います。また、保育短時間認

定における私立保育園の延長保育料のご意見についてですが、保育料は私立保育園で決

めることとなっております。まだどなたも経験していないことなので、慎重に進めてい

く必要があるとは思います。ただ、これは会議の中でも議論があったように、保育短時

間認定で延長保育が必要な方については、保育標準時間認定にしていくような措置がな

されるでしょうから、そういった意味では、大きな課題になるような事項ではないのか

なと考えております。 

網野会長 

  ありがとうございます。改めておさらいできた部分もあるかと思います。 

  ほかにいかがでしょうか。 

本田委員 

  新制度の保育料の階層というのは、それぞれの自治体で同じではなく、それぞれ区に
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よって違うということでよろしいでしょうか。 

事務局（保育園・幼稚園担当） 

  国としての基準額というものはございますが、その範囲の中で自治体によって異なる

というのが基本でございます。 

網野会長 

  ほかにいかがでしょうか。 

羽田委員 

  国の基準額までの保育料の見直しということですが、やはり国の基準額は高いので、

そこまで引き上げるのは、なかなか厳しいのではないかと思います。 

保育料を上げていくということが、子育て世帯の流出の１つの原因になってしまうの

ではないかと危惧しています。 

事務局（保育園・幼稚園担当） 

  保育料の１つの目安がやはり国基準なのだろうと思っております。これまでも負担の

公平化ということで検討を進めてまいりましたが、保育園の保育料と幼稚園の保育料を

比べますと、やはり保育園の保育料のほうがどちらかというとご負担が少ないのかなと

いったようなところがございます。負担の公平化といった観点で考えれば、国の基準に

基づいたご負担というのは、私どもの検討の１つの大きな柱になるのかなと考えている

ところでございます。 

  保育料があがることで、区の子育て世帯が流出してしまうかどうかといったところは、

私どもも想定できないところではあるのですけれども、子育て支援の充実などまた違う

形で、子育て世帯全体に還元できるような施策を区として打ち出していければいいかな

というふうに考えているところでございます。 

網野会長 

  ありがとうございます。ほかにいかがでしょうか。 

和泉委員 

  この保育料に関しては、以前の保育料適正化審議会のときからずっと関わっているこ

ともあり、もう少し違う角度からご説明ができるかと思います。 

例えば、資料２－２の参考資料としてつけ加えられている階層の徴収基準（案）とい

う表がございまして、表の下段の方にいくとかなり所得の高い世帯が並んでいます。標

準時間認定で３歳未満の方ですと月額７万４,７００円といった保育料になっておりま
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すけれども、そこから上の段にいくに従って、だんだんと保育料が減っていきます。 所

得の高い世帯については、ご負担いただける能力があるにもかかわらず、公費を投入し

て、保育の総費用を賄っているという部分があります。極端な例を申し上げると、年収

数千万円ある方であっても、その方々の保育の費用には公費が投入されるという形のも

のになっております。 

  国基準というのは、必ずしも細かく階層が指定されているわけではなく、そこが上限

であって、国基準にしたとしても、そこから所得に応じた細かな軽減がなされ、その部

分に関しては区の負担になっているというところがありますので、このあたりは、払え

る方にはもう少し負担してもらってもいいのかなという個人的な見解はあります。 

  国基準までとしたとしても、保育料の上限に張りつく方というのは、かなり高所得の

方ということになっております。 

網野会長 

  ほかにいかがでしょうか。 

安藤委員 

  保育園では夫婦共働きが基本だと思うのですが、この所得というのは２人分をあわせ

たものなのか、ちょっとご説明願えればと思います。 

事務局（保育園・幼稚園担当） 

  これはご夫婦をあわせた所得になります。 

網野会長 

  おそらく羽田委員と和泉委員のお話のようなことは、これからも結構大事な議論になっ

てくるかと思います。 

私はこの分野の専門ではないですけれども、国際的に比較をしてもこれほどの高所得

者の保育料がわずか７万ということは、ほかの国ではあり得ないぐらいのことだと思い

ます。そういう意味では、今いろいろ議論いただいている中で、ひょっとしたら国の基

準だって低すぎるかもしれないという議論もまだ残っております。 

  ただし、所得的にさまざまなハンデキャップを抱えている人ほど、それはもう十分に

考えなければいけないですし、公費が投入される以上、施設に通っていない子どもたち

や子育て家庭にとっても、配慮しなければいけないという側面もあります。常に議論さ

れるでしょうが、全ての子どもや子育て家庭にこの貴重な財源が行き渡るようにという

考え方は、一歩進んだのかなとは思います。 
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羽田委員 

  公平で適正な保育料というのはもちろん大事なことだと思います。 

  ただ、私が申し上げたかったのは、「国の基準額まで」と文章で出してしまうことで、

やはり中野は保育料をそこまで引き上げる見通しがあるのだからということで、中野に

来る人が減ってしまう可能性があるのではないかということです。もちろん、低所得者

の方のための保育料設定とか、いろいろな案は考えてくださるとは思うのですけれども、

中野を子育てしやすいまちにしようといろいろ頑張っている方がいらっしゃる中で、何

かもっと良い言い回しとかはないものだろうかということが趣旨でございます。 

和泉委員 

  表現を工夫するということに関して、今すぐのアイディアは持たないのですが、先ほ

どもご説明したように、かなり高所得の方々まで軽減した保育料でお預かりするという

のは、公平性の面でもあまり適当ではないというふうに考えております。そういった意

味では、例えば「公平性を重視した保育料を目指していく」などの書きぶりがよろしい

のかなというふうには思います。 

網野会長 

  一番大事な部分がやはり議論として出ておりますが、今、この案をまとめられた和泉

委員からは、「公平性を重視した」というような表現がよいのではとありました。 

 これについて、事務局から何かございますでしょうか。 

事務局（保育園・幼稚園担当） 

  今回、この国基準というところの見直しに関しましては、現在実施している保育料の

経過措置が一段落したら検討するということになってございます。検討にあたっては、

今ご議論いただいたような内容や公平性といったところを基本に据えて進めていきたい

と考えております。 

網野会長 

  よろしいでしょうか。ほかにございますでしょうか。 

  パブリック・コメント手続きを踏まえて、保育料等の考え方（案）そのものを変更す

るということではございませんが、今後の検討にあたっては、字句の表現や公平性とい

うことを十分に踏まえて、進めていただければと思います。 
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議題２「子ども・子育て支援新制度における 

地域型保育事業の認可及び利用定員」について 

網野会長 

それでは、議題の３に入ります。「子ども・子育て支援新制度における地域型保育事

業の認可及び利用定員」についてですが、新制度では新たに地域型保育事業が区の認可

事業として位置づけられました。その利用定員等につきましては、子ども・子育て会議

で意見を聞くこととなっておりますので、事務局からご説明をお願いします。 

事務局（幼児施策整備担当） 

〈資料３－１、３－２を説明〉 

網野会長 

  ありがとうございました。待機児童対策ということでは、０歳～２歳の保育に関して、

いわゆる大規模な施設型集団保育だけでなく、地域型保育事業などを活用するという方

向が新制度では出ているかと思います。 

子ども・子育て支援事業計画の必要な見込み量からいうと、まだ０歳児が１１人分、

１・２歳児が２３人分必要だとなっておりますが、それでも順調に定員はふえてきてい

ると思います。 

  それでは、認可及び利用定員の設定ということでお諮りしますが、いかがでしょうか。 

青佐委員 

  最近子育て中のお母さんや乳幼児をお持ちのお母さん方と接触する機会があるのです

が、そのお母さん方は、毎日自分のお子さんを見ながら子育てをしているので問題はな

いと思うのですが、保育園に０歳児からお預けになってお仕事を一生懸命なさっている

お母さん方は、毎日が忙しくてお子さんの顔を十分に見て暮らすことができないと思う

のですね。保育園にお預けになると、やはり一番お子さんを見ていてくださるのは、そ

の保育園で働いている方々だと思うのです。 

お子さんと一番接触の多い保育園の先生とお母さんが、もっとお話しできるような場

をつくって、お母さん方と接触してくださると、お母さん方は非常に助かるのではない

かと思うので、どこかでそういうことができるようにしていただければなと思います。 

  

事務局（幼児施策整備担当） 

   お子さんと深く関わる保育施設の職員と保護者の方との関係が密になることは、子
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どもにとって非常に大事なことだと認識しています。具体的な運営の中での関係づく

りといったところは、各施設で工夫していただいているかと思いますが、区といたし

ましては、この会議でいただいたご意見等を各施設・事業者の方に積極的に伝えてい

きたいと考えてございます。   

 

網野会長 

  ありがとうございました。子どもだけでなく保護者への支援ということも、本当に大

事なことかと思います。 

  ほかにいかがでしょうか。 

安藤委員 

  １点、教えていただきたいのですが、以前の保育園は社会福祉法人が認可の対象になっ

ていたと思いますが、今は株式会社が小規模保育や認可園に参入できます。施設基準は

満たしていると思いますが、経営自体に課題はないのでしょうか。よろしくお願いしま

す。 

事務局（幼児施策整備担当） 

  現在、株式会社がこういった保育事業に参入するということが増えてきてございます。

今回お示しをした施設の中にも株式会社がございます。区のほうでこういった事業を認

可していくわけでございますけれども、その認可に当たりましては、提案を受けて事業

者を選定するという段階で、財務状況につきましても審査をさせていただいております。

きちんとした運営能力があるか、安定した運営が見込めるかということをきちんと確認

して、整備を進めているところでございます。 

網野会長 

  よろしいですか。ほかにいかがでしょうか。 

羽田委員 

  資料３－１に子ども・子育て支援事業計画上の３号認定の必要数が書いてあります。

現在は１次募集が終わり、２次選考している最中かと思うのですけれども、どのぐらい

の方が希望の保育園に入れなかったのでしょうか。 

 

事務局（保育園・幼稚園担当） 

  １月３０日に第１回目の承諾通知を出しまして、今週末に２次選考の結果を通知させ
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ていただく予定でございます。本日は手元に資料を持ってきていないので、申し訳ござ

いませんが具体的な数値はわかりかねます。 

また、東京都の認証保育所に関しましては、直接契約となってございますので、私ど

もにはわからないのが現状でございます。 

羽田委員 

  ありがとうございます。 

先ほどのお話にもありましたが、株式会社の参入というところでは、やはり重要にな

るのは指導監督や監査だと思います。社会福祉法人も都や国の指導や監査が入りますが、

例えば管轄の部長さんや課長さんが施設の中を回ってみるとか、やはり実際にどうなの

かというところを本当に見ていただきたいし、そういうシステムを中野区としてやって

いって欲しいです。地域型保育事業を区が認可するということは、本当に区の責任でや

るということなので、どういった指導をしていくのかというのは、ここでしっかりと確

認していく必要があるのかなと思います。 

あと、要望としましては、中野区の保育施設の職員同士が気楽に交流するとか、施設

見学に行ってお互いに学ぶという機会も、ふやしていただきたいと思っております。 

事務局（保育園・幼稚園担当） 

  日ごろの運営に関しましては、私ども区役所にいる職員が、今も指導・監督に回って

おります。今後、新しく認可する小規模保育に関しましても、区のほうで指導・監督や

監査を行っていく仕組みになってございます。適切に運営されているかどうか、区のほ

うできちんと指導・監督をしてまいります。 

羽田委員 

  ありがとうございました。もう１点よろしいでしょうか。 

 社会福祉法人も、今は決算とかをホームページで公開しなければいけないということ

になっていますけれども、この新しく区が認可するところについてはどうなっているの

でしょうか。 

事務局（保育園・幼稚園担当） 

  小規模保育等に新しく補助金を東京都も考えているところがありまして、それに関し

ては、財務状況を公表することが、その補助金をもらう要件になっていたかなと思いま

す。新制度そのもので財務状況を公表する必要があるかどうかにつきましては、私の知

識不足でお答えできませんが、恐らく一定程度、公表することになるのかなと思います。 
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網野会長 

  ほかにいかがでしょうか。 

今井委員 

  株式会社で保育をしている立場からお話をさせていただきます。 

 長い間株式会社で保育園をやらせていただいてきた中で、新しく参入した株式会社の

経営上の問題が１件でもあったりすると、やはり株式会社で保育園をやらせるべきでは

ないのではないかというふうに陥りがちになるかと思います。その１回の問題で信頼を

失うということでは、やはり株式会社は、まだまだぎりぎりのところでやらせていただ

いているのかなというように感じます。 

必ずやっていただけるとは思うのですけれども、小規模保育等は行政の管轄の中で責

任を持ってやっていく施設になっていくかと思いますので、今お話がありました財務監

査であったりとか、保育の質の確保であったりとか、そういったようなところを厳しく

見ていっていただけたらなと思います。 

  あともう一つは、認証保育所については、継続して運営していく中で、職員に対して

処遇を改善していくための費用、長年働いていけばその分だけ補助金が増額していくと

いうような仕組みにはなっていないと思います。ただ、４月からの小規模保育施設も含

めて、認可として規定される園に関しましては、そういったものの対象になってくるの

かなと思います。 

  これからやはり懸念されるところとしては、認証保育所をやめて、定員を少なくして

でも小規模保育をやっていったほうが、職員さんたちにとってはいい施設になっていっ

てしまう可能性があるというところです。中野区としても、待機児童解消のために定員

を減らすということは望んでいないと思いますので、認証保育所で働く職員さんが認可

施設とできるだけイコールフットになるような形での体制を整えていかなければいけな

いのではないのかというのが私のほうからの意見です。 

網野会長 

国の仕組みの中で株式会社参入が進められてから長い年月が経ちますが、今井委員の

ご指摘のとおり、１つでも何か起こったら「ほら」なんて言われてしまう、そういう背

景がやはりまだあるかもしれません。地域型保育事業などの小さな規模の保育がちゃん

と秩序を守ってやっていけるのだろうかという心配の声も出たりしていますが、株式参

入も含めて、いろいろな部分での共通理解が、まだ少し欠けている部分があるようには
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思います。 

そういう点では、この子ども・子育て会議は、いろいろな立場の方のご意見を伺うこ

とができるので、非常に参考になる部分があるかと思います。 

  いかがでしょうか。ほかによろしいでしょうか。 

  それでは、中野区の小規模保育事業の認可と利用定員は、ご報告いただいた内容でご

了解いただいたということで、しめさせていただきます。 

さまざまな貴重なご意見をいただき、ありがとうございました。 

議題４「その他」 

網野会長 

本日の議題は以上で終了となりますが、委員の皆様及び事務局の方から何かございま

すでしょうか。よろしいでしょうか。いよいよ、この子ども・子育て支援事業計画がス

タートする段階までになりました。改めていろいろなご協力に感謝申し上げたいと思い

ます。 

  それでは、今年度の会議は本日で終了ということになりますが、次年度以降の予定に

ついて、事務局からお願いします。 

事務局（子ども教育経営担当） 

  ただいま会長からもお話をいただきましたけれども、今回をもちまして今年度の会議

は終了ということになります。委員の皆様からは、さまざまな貴重なご意見を賜りまし

て、本当にありがとうございました。 

 次年度以降の予定ということでございますけれども、緊急の案件がなければ、８月の

下旬ごろを考えているところでございます。日程が決まり次第、ご連絡させていただき

ますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

網野会長 

  それでは、日程などについては、今後ご連絡いただくということで、よろしくお願い

いたします。 

  以上をもちまして、第１１回中野区子ども・子育て会議を終了したいと思います。 

  ご協力ありがとうございました。 

 －15－ 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


